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Abstract
The present research was made to develop the curriculum of the baseball-type game,
extending over 6 years, because the 6th grade in the elementary school should enjoy the
game named three pitch Softball", in which the teammate plays a pitcher.
The ability and necessary to enjoy the game, therefore, were considered on the 6th
grade, i.e. "throwing" "catching" "batting" "base-running""understanding the baseball
rule the drafting of strategy" "the judgement".
The curriculum was proposed dependently on the following item. The 5th grade can
have ability in minimum level on every above educational contents.
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Ⅰ.目　的
野球型ゲームは,我が国で最もポピュラーな
球技であり,するスポーツ,見るスポーツとし
て親しまれている10)17)
学校体育においても, 1989年の学習指導要領
の改訂により,小学校中学年でハンドベース
ボール,高学年でソフトボールが再び取り上げ
られた14)そして, 2002年から施行されている
現行の学習指導要領では,中学年でベースボー
ル型ゲームを,高学年ではソフトボールを指導
することとし,攻撃や守備の技能を身につけ,
簡単な作戦を生かしてゲームができるようにす
ることが目標とされている15)
ソフトボールは,走る・跳ぶ・投げる・捕
る・打つといったヒトの基本動作を含み持ち,
これらの身体操作をボールや人の動きに合わせ
て行う必要のあるところに技能的特性がある.
この,ソフトボールは,小学校学習指導要領に
示されているボールゲームの中で,攻守交代系
時間的攻防分離型ゲーム4)の代表として位置付
く.すなわち,ソフトボールは,攻撃と守備が
時間的に分かれていることで運動課題が明確に
なり作戦が立てやすく,個人の能力を最大限に
発揮できる場が保障されており,一人ひとりが
主役になれる可能性の高い集団スポーツと言え
る.さらに,ゲーム状況に応じて,個人として,
またチームとして,様々な判断力を必要とする
スポーツでもある.
したがって,児童の自発的な学習を創出させ
ることに繋がり,教育的価値も高いと考えられ
る.
しかし,ソフトボールは,個人のプレイが大
事にされる反面,技能の個人差が顕在化しやす
く,できる・できないによって好き嫌いがはっ
きりする.また,個々の技能がある程度高まっ
ていないとゲームが停滞し,楽しさが半減して
しまう可能性が高いゲームでもある.
これらの問題を解決するために,基本的な技
能を高めるための練習の工夫27)や,個人差に配
慮しながら,誰もが今持っている力でゲームを
楽しみ基本的な技能が高まることを企図した実
践8)20)25)が見られる.また,作戦の工夫に主眼
を置き,連携プレイを楽しみながら集団技能を
向上させることを企図した実践11)12)も見られ
る.さらに,近年では,止まったボールを打つ
「ティーボール」の実践1)21)22)26)も見られる.
これらの先行実践は,それなりに成果は得ら
れてはいるが,高学年児童を対象としたものが
多く,低学年のポール投げゲームから高学年の
ソフトボールに繋げていくという系統的な実践
は見あたらない.さらに,著者らの経験におい
ても,片手で揺れる小さいポールを用いたボー
ル運動の実践は,低学年においては少ないよう
に思われる.
また,現行の小学校学習指導要領では,体育
の授業時数が縮小(年間105時間から90時間)
され,内容の精選とより効率的な指導の工夫が
求められている.さらに,ボールを操作する運
動遊びが,これまでの「基本の運動」領域から
「ゲーム」領域に移され,ボール操作能力はゲー
ムを通して身につけさせることになった15).
ボール操作能力は,小学校低学年から中学年
にかけてその発達が著しく19)低学年の段階か
らソフトボールに繋がる動きや能力を身につけ
ておくことが望まれる.
そこで,本研究では,小学校の6年間を見通
したベースボール型ゲームのカリキュラムを作
成しようとした.すなわち,高学年でソフトボー
ルを楽しめるために必要な能力を明らかにする
とともに,最低限身につけさせるべき能力レベ
ルを設定し,措定した教育内容の発達過程の検
討結果を踏まえ, 1年生から6年生の各学年段階
にふさわしい教育内容の配当を検討した.
Ⅱ.方　法
1.教育内容の措定
ソフトボールを,ボール運動領域の普遍的学
習内容であるルール・技術・戦術・マナーの4
つの側面から検討し,高学年でソフトボールを
実践する上で最低限必要な能力とそのレベルを
考究した.
2.教育内容の学年配当
小学校1年生から6年生の男女児童, 184名を
対象に,下記の項目について測定し,それらの
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発達過程を検討した.そして,上記1との関連
で教育内容の学年配当を検討した.
(1)技能面
1)テニスボールの遠投
硬式テニスボール(57g)を用い,助走なしの
条件で,オーバーハンドスローを2回行わせ,
遠投能力を測定した.同時に動作をVTRに撮
影した.動作は,奥野ら19)の10段階の動作パター
ン得点を用いて定性的に評価した.
2)高・低位での捕球動作
自分でテニスボールを頭上に投げ,できるだ
け高い位置,低い位置で捕るという2つの課題
の捕球動作をそれぞれ3回行わせた.その際の
捕球成功回数を測定するとともに,動作をVT
Rに撮影した.動作は,池田ら9)の10段階の動
作パターン得点表を用いて定性的に評価した.
3) 「捕る一投げる」の運動の組合せ
前方5mの地点から,ワンバウンドで緩やか
に投げられたテニスボール(約5m/s　をキャッ
チし,素早く投げ返すという動作を3回行わせ
た.その際の捕球成功回数を測定するとともに,
捕球から投球までの動作をVTRに撮影した.
動作の分析には,中村ら16)の報告を参考に, 「捕
る一投げる」の融合局面をさらに細かく動作学
的に分類した9段階の動作パターン表(資料1)
を作成し,これを用いて評価した.
4)バッティング
斜め前方からトスされたスポンジ製ポール
(スポーツタイム社製:直径9cm,　　を, 60
度のコートに向かって打ち返すという課題で3
回行わせた.その際の打撃動作をVTRに撮影
し,成果(空振り,ファール,ぼてぼて,ヒッ
ト性)を定性的に評価した.動作は, 5段階の
パターン表(図6参照)を作成して用いたなお,
1-3年生ではウレタン製のバット(250g)を,
4年生以上では小学生用ソフトボール金属バッ
ト(580g)を使用した.
(2)認知面
ソフトボールや野球に関する知識についての
実態を,著者らが作成したアンケート調査用紙
ならびにルールの理解度テスト6)を用いて把握
した.
Ⅲ.結果ならびに考察
1.教育内容の措定
年生で目指すゲームの様相
授業においてソフトボールを実践する場合,
技能の低い児童でもゲームを楽しめるように工
夫し,攻撃時,守備時ともに学習が必然的に進
むようにしなければならない.
しかし,通常のルールでピッチャーが打者を
押さえ込めば,守備・走塁の機会が少なくなり,
学習の成立し難くなる可能性が高くなる.
したがって,これらの学習を進行させるため
には,バッターがフェアゾーンに打球を打つこ
とが黄低限必要となる.
この点に着目しての一つの工夫が,ティー
ボール18)である.しかし,停止しているボール
を打つことは必ずしも簡単ではない.また,動
くもの(含む,人)に対応する動きを身につけ
ることがボール運動における一つの重要な学習
内容である.
したがって,著者らは, 6年生の段階で味方
がピッチャーをする「スリーピッチ・ソフト
ボール」 (図1)ができるようになればよいと考
えている注1).
この「スリーピッチ・ソフトボール」は,味
方がピッチャーをするので,ファールを含めて
3球までに打たなければアウト(三振)になる.ま
た,盗塁やバントはできない.これらの点を除
けば,通常のソフトボールと同一のゲームである.
スリーピッチ・ソフトボールでは,打つのが
ームの特徴的ルール
①味方がピッチャー
②3球までに打たなけれ
ばならない
③盗塁 .バントはできな
い
④上記を除き.通常のソ
フトボールル-ルと同
じ
図1.スリーピッチ・ソフトボールの概要
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苦手な児童でも,動いているボールを打てる.
また,フェアゾーンに打球が飛ぶ機会が多くな
り,打たれたボールを処理する守備機会も多く
なる.事実,本ゲームでは,通常のルールの約
3倍以上(一単位時間当たり)にプレイ事象が
増えることが認められている.
したがって,著者らは,これまでの実践経験
からも,小学校段階においては,この「スリー
ピッチ・ソフトボール」を楽しめるようになれ
ばよいと考えている.
(2)スリーピッチ・ソフトボールに必要な能力
(教育内容)と最低レベル(到達目標)
図2は, 6年生でスリーピッチ・ソフトボール
を楽しむために必要な能力の種類とその最低レ
ベル(到達目標)について,ルール・技術・戦
術・マナーの4つの側面から検討した結果を示
したものである.
1)ルールの面から
ソフトボールを含む野球型ゲームを攻守交代
系時間的攻防分離型ゲーム4)と分類させる規準
は,攻撃と守備が時間的に分かれ,それを交互に
繰り返しながら勝敗を決するゲーム様式にある.
すなわち,野球型ゲームは,攻撃時には,ピッ
チャーが投げたボールを打ち,ホームまでラン
ナーを送り得点を挙げること,守備時には,ラ
ンナーをホームまで進塁させず得点をさせない
こと,を運動課題としている.したがって,野
球型ゲームでは,これらのプレイに関わって,
アウトになるケースとそうでないケースについ
図2.措定されたソフトポールの7つの能力と到達目標
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てのルールが細かく規定されている23)
野球型ゲームでは,それらのルールを知らな
いと,ゲームをスムーズに進行させることがで
きないし,ゲームを楽しめない要因になる.そこ
で,ゲームを成立させるために最低限知ってお
かなければならないルールは何かを考究した.
ゲーム進行には,アウトかセーフかを判定で
きることが大きく関わってくる.したがって,
バッターやランナーがアウトになるケースを知
ること,すなわち,アウトとセーフの概念を含
めた,ゲームで頻出する「アウトになるプレイ
がわかる」ことが,最低限のルール理解である
と考えられた.これらの「アウトになるプレイ」
を理解することで,後述するバッターとしての
判断,ランナーとしての走塁の判断もできるよ
うになると考えられる.
2)技術の面から
ソフトボールは,ボールを投げることでゲー
ムが開始され,それを打ち返した打者の「走塁
の速さ」と,打たれたボールの塁への「送球の
速さ」比べを楽しむゲームと言うことができる.
したがって, 「投げる」 「捕る」 「打つ」 「走塁」
の能力が必要となり,この4つが教育内容とし
て措定される.そこで,スリーピッチ・ソフト
ボールを楽しむために必要なこれらの能力の最
低レベルを,ゲーム様式から検討した
①投げる
ソフトボールでは,中継プレイをしないで走
者をアウトにするためには,ダイヤモンドの対
角線の距離を投げられることが最低必要とな
る.また,オーバーハンドスローが最も遠くま
で投げることのできる「ヒト」固有の個体発生
的な運動であり,学習によってのみ習得される
動作である24)したがって, 「オーバーハンド
スローでダイヤモンドの対角線の距離が投げら
れる」を最低レベルとして設定する必要がある
と考えられた.
②捕る
ソフトボールでは,プレイヤーの守備範囲に
きた打球を捕ることはもちろん,味方が投げた
ポールを確実に捕球しないとアウトが取れな
い.逆に言えば,自分の守備範囲に来たボール
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を確実に捕れれば,ゲームに参加し存在感をア
ピールすることができ,失敗すればエラーとし
て批判の対象となる.すなわち, 「捕る」ことは,
個人技能の中でもゲーム進行に大きく関わって
くる最も重要な技能であり, 「自分の正面に飛
んできたボールはつかめる」を最低レベルとし
て設定する必要があると考えられた.
③打つ
バットを使って動くポールを打つことが野球
型ゲームの特性の一つであり,楽しみの一つで
ある.しかし,打たせないように投げられたボー
ルでは,当てることさえ乾しくなる.イチロー
選手ですら空振りをすることは,このことを示
唆している.
また,ボールをフェアゾーンに飛ばすことが
ができなければ,攻撃・守備のいずれの学習も
進行しない.
さらに, 「打つ」動作は, 「投げる」と同様に
個体発生的な動きで,適切な学習経験を積まな
ければ,習熟しないと言われている5).
本研究では, (1)で示したように,味方がピッ
チャーをする「スリーピッチ・ソフトボール」
が6年生でできればよいと想定した.すなわち,
打ちやすいボールを投げてやることで,技能の
未熟な児童でも,バットに当ててフェアゾーン
に飛ばすことが可能になる.したがって,「打つ」
については,比較的速度の遅い「味方が投げた
打ちやすいポールが打てる」を最低レベルとし
て設定すればよいと考えられた.
④走塁
バッターランナー,塁上のランナーのいずれ
の場合も,一つでも先の塁をねらい走るという
ことが課題となる.しかし,児童のソフトボー
ルの実践において,走塁の仕方がわからず,仲間
から批判されるというケースがよく見られる.
この「走塁」に関しては,ルール理解が先決
であるが,ゲーム状況を把握した判断を伴う走
塁ができなければならない.したがって,バッ
ターランナーとして,どの塁まで走るかを判断
しての走塁と,ランナーとしてゲーム状況に応
じて「次塁へ進むことができる」を最低レベル
として設定する必要があると考えられた.
3)戦術の面から
野球型ゲームは,ワンプレイ毎に様々なかけ
ひきを伴う.バッターは投球を予測しながらね
らったところに打つことが作戦となる.一方,
守備者も打球のコース等を予測しながら守備位
置を移動したりして守ることが作戦となる.
これらの作戦を一言でまとめると,ランナー
の進塁に関わる攻防と言え,この攻防に楽し
さ・妙味がある.
スリーピッチ・ソフトボールにおいても,攻
撃時は,バッターランナーである自分も含めて,
ランナーを進塁させるような打球を打ち,得点を
挙げるための作戦が考えられなければならない.
一方,守備時は,守備陣形を工夫するなどし
てアウトを取り,ランナーの進塁を防ぎ得点さ
せないための作戦が考えられなければならな
い.また,個人の失敗をカバーするための守備
陣形や動きの工夫が考えられなければならな
い.さらに,ワンプレイでたくさんのアウトを
取る(ダブルプレイ)守備連携の学習も必要に
なる.
したがって, 「作戦立案」が教育内容として
措定され,守備位置の工夫を含めた「守備連携
が考えられる」と「走者を進めるバッティング
が考えられる」ことを作戦の最低レベルとして
設定する必要があると考えられた.
ところで, 2)3)で述べてきた「投げる」「捕る」
「打つ」 「走塁」 「作戦立案」という教育内容は,
1)の「ルール理解」に裏打ちされて,ゲームの
それぞれの場面で,適切な判断に基づいて行わ
れる必要がある.したがって,上述の6つの能
力すべてに関わって, 「判断力」を教育内容と
して措定する必要があると考えられた.
野球型ゲームでは,ワンプレイ毎にプレイが
中断するので,守備では,自分のところにゴロ
のボールが来たらどうする,自分以外のところ
に飛んだらどう動く等,事前に次にどうするか
ということを考える時間的余裕がある.すなわ
ち,いくつかのパターンを予測し,実際には,
対応可能なプレイの中からよりよい方法を選択
するということになる.
したがって, 「判断力」では「状況に応じた
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プレイの選択ができる(投げる・捕る・打つ・
走る)」を最低レベルとして設定する必要があ
ると考えられた.
4)マナーの面から
野球型ゲームは,集団スポーツであるが,ワ
ンプレイが個人の責任・能力に関わるケースが
多いという点で攻防相乱型ゲーム4)と異なる.
このことは,前述したように,個人の失敗が明
確になるため批判の対象となりやすいことを意
味している.
したがって,失敗を少なくする努力とともに,
失敗しても励ましの言葉がかけられるような,
ゲームの雰囲気を壊さないマナーを有する学級
集団に育成する必要がある.換言すれば,マナー
は「よい試合成立のための基底的態度3)」であ
ることを学習させる必要があり,措定した7つ
の教育内容と関連させて身につけさせていく必
要があると考えられた.
以上,ソフトボールのゲーム様式・様相の検
討から, 「投げる」 「捕る」 「打つ」 「走塁」 「作
戦立案」 「ルール理解」,さらにこれらのすべて
に関わる「判断力」の7つが主要な教育内容と
して措定された.また,スリーピッチ・ソフト
ボールを楽しめるために必要な最低レベルが,
図2のように考えられた.
2.指定した教育内容の学年配当
ここでは,児童のポール操作能力の発達過
程・認知的側面の発達をもとに,上記1で措定
した7つの能力と, 6年生で必要な最低レベルの
具体的な内容を検討した.また, 5年生までに
その最低レベルを身につけさせるための,各学
表1.措定した7つの能力及びスリーピッチソフトボールを楽しめると考えられる最低レベルと
その具体的内容
能力 最低 レベル (到達 目標) 具　 体　 的　 内　 容
投げる ○オーバーハ ンドスローでダ ① 21m以上の歴巨離 (塁間を 15mとして)を投げる.
イヤモン ドの対角線の距離 ②ステップ幅が身長の 50 %以上と広 く,バックスイングは手を下か
が投げられる ら上へ引き上げるパターン (奥野ら1)の分類では6点に相当する)
以上の投げ方をする.
捕る 〇 日分の正面に飛んできたボ (訪ほぼ自分の正面に飛んできた,バ ッターが打ったゴロ,フライを捕
ールはつかめる 球する.
②ダイヤモンドの対角線の距離以下で,味方が投げたライナー性のポ
ールを捕球できる.
打っ ○味方が投げた打ちやすいボ ① 7m先から投げられた,打ちやすいボールが打てる.
ールが打てる ②横向きで構え,バッ トを振 り切って打つ.
蛋 ○打って走る ①打球と前のランナーの状況に応 じて走る.
○次塁へ進む ことができる ②ゴロの時には次の塁に向かって走る.ただ し,自分の塁より後ろに
ランナーがいない場合には走らなくてもよい.
③ フライのときには走 らない.ただし,守備者がポールを取 り損ねた
りしてフェアグラウンドにボールが落ちたら,次の塁に向かって走る.
ル売理解 ○ アウ トになるプレイがわか (む三振,フェア.ファールがわかる.
る ② フライアウ トがわかる.
③ フォースアウ ト`がわかる.
④ タッチアウ トがわかる.
⑤ ダブルプレイがわかる.
作戦墓 ○守備連携が考えられる ①個人の能力を考慮 して.守備位置を考える.
○走者を進めるバ ッティング
② ダブルプレイを取る工夫をする.
③ ゴロを打とうとする.
が考えられ る ④ ランナーが走る方向と逆の方向 (センターラインより右側)をね らう.
⑤守備者のいないところをね らう.
判断力 ○状況 に応 じたプレイの選択 ① どこの位置で守るか.
ができる ② どこへ投げるか.
(投げる ・捕る ・打つ ・走る) ③ どこをねらって打つか.
④次の塁へ走るべきか否か.
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表2.ベースボール型ゲームの教育内容配当試案
庭低限身につけ
させたい力 1　tq三 2　 句 三 3　 年 4　 壬「三 5　 4こI三 6　 年
管
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ドスローで. ドス ローで投 がけて,正確 て.速 くl正確 ドで正確に投
ダイヤモ ンE げる に投げる げる(ヒ'ヮチャー)
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る
○ トスで前三確に
投げる ;○ 近 い距 艇 で i
i キ ャ ッチ ポ !
i - ルが で き i
i る
D 様々な 距:ど・
鍵でキ 項
ッチポ ザー
ルがで 軒
る
○す ぐに送 球 でき る 体 制で捕 り.
素 早 く投 げる
捕る
〇 自分の正面 に
飛んで きたポ
ール をはつかめる
○正軸にきたポ
ール を止まっ
て捕る ○正面にきたポー
ルを.前に川な
がら捕る
自分の体 を虻
か して.横や
後ろに移動 し
ながら捕る
打つ
○味方が投 げた 〇 日分で トス し !○ トス され た ポ ー ル を. i
i ス テ ップ しな が ら横 手 i
i で打 つ
…`T``'
○ ラケッ トを使 ○バ ットを使っ
打ちやす いポ
ールが打てる
て横 手で打つ
者○打 って 走 るi
い.両手で持
って打つ
て打つ
走　塁
○打 って走 る
○次塁 へ進 むこ
とがで きる
i ○タ ッチア ップができる○全 力で走 る ○機種 的に次の塁 をね らう
○ フライが上が
った時の走塁
の仕方がわか
る
○次の塁への進
み方がわか る
ル理解 ○ アウ トになる C)アウ トとセー ○ 三振 ○ フォースアウ ○塁上にいる時 ○ ダブルプ レイ
プ レイがわか
る
フ
○フ ア- ル
○ フライアウ ト ト
○ タッチアウ ト
の走塁の仕方
作戦墓
○守備連携が考
え られ る
一　　　　　　　　　　　　　　　 〇 守　 備　 位　 置　　　　　　　　　　　　　　　 1
○ どこで アウ トにするか の選択 iO 状況 に応 じi
‖ ㌶ レイ の「
l　　　　　　　　　　　 J
○走者を進める
パ ッテ ィング
が考え られる
iO よ り遠 くの 壁 をね ら うた めに どこへ打 つ か i
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
:○ね らっ_た方向へのゴロ打ち
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判断力
○状況 に応 じた
プ レイの選択
ができる
・投げる
・捕る
・打つ
・走る
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 O カバー リング
I ○打 てるポー ル ```・打て ない ポ=ル の見極め　　　　　　 ;
○ ど こまで 走れ るか　　　　　　　 圭 ;○ 次の プ レイ の予測　　 1
iO 状 況 に応 じた プ レイ のl
; j連択
i (聖霊 ).捕 る '打 つi
○捕 りやすい場
所への投球
C)飛んで くるポ
ールの崗類によ る捕 り方
○ どこへ投げ るか　　 I
C)どち らへ動い
て捕るか ○次壁へ進 むか
進まな いか
学習離題
基本 的な ポー ル操 作能 力の
習得
○ 手で打って走る
○確尖に捕る
○正確に速 く投げる
基 本 的 な ポー ル 操 作 能 力 の
習熟
○手や道具(ラケヮト)で打つ
○確実に捕る
○正確に速く投げる
ポ ー ル操 作能
力 の習熟
○バ ットで打つ
○捕って素早く
投 げる
チ ーム プ レイ
の暫熟
○ 中継 プ レイ
○カバー リング
○状況に応じた
バ ッティング
チ ー ム プ レイ
の 習得
○ダブルプレイ
○ゴロ打ち
ソ フ トボ ー ルの 基 本 的 ル ー
ル の理解
○アウ トになるプレイがわかる
○走壁の仕方がわかる
ソ フ トボー ル
の ゲ ーム理 解
○ポジションと
それぞれの役
刺I
年段階にふさわしい教育内容の配当について検
討した.
表1は,設定した最低レベルの具体的な内容
を,表2は,教育内容の学年配当試案を示した
ものである.
(1)投げる
「投げる」の最低レベルは, 「オーバーバン
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ドスローでダイヤモンドの対角線の距離が投げ
られる」と設定された.
奥野ら19)は,オーバーハンドスローの学習の
適時期は,男子では小学校低学年に,女子では
低・中学年に存在すると報告している.した
がって,低学年の段階で,オーバーハンドスロー
の学習を行い,基本的な投動作を身につけさせ
廣瀬武史ら:小学校期のベースボール型ゲームカリキュラム-発達段階に応じた教育内容の措定-
ておく必要があると考えられる.
本研究で想定したスリーピッチ・ソフトボー
ルの塁間は15mであるので,対角線の距離の具
体的な到達目標は,約21mと設定された.塁間
を15mとしたのは,公式ルールによる塁間距離
は16.76mであるが,カリキュラムを適用しよ
うとしている学校の児童の投能力の実態等を考
慮し,若干短くした方がよいと考えられたから
である.
図3は,本研究で実測したテニスボールの遠
投距離と投動作得点の加齢的変化を示したもの
である.
奥野ら19)は,遠投能力を評価する場合,小学
生男子ではテニスボールあるいは軟式野球ボー
ルを,女子ではテニスボールを用いるのが妥当
であると報告している.したがって,今回の測
定では,テニスボールを用いた.
6年生男子の投距離は平均30.2±4.9m,女子
のそれは17.8±5.0mであった.すなわち,男
子では,設定した最低レベルの21mを投げられ
ない児童はほとんど見られなかった.しかし,
女子では,約75%の児童がこの距離に到達して
いないのが実態であった.その際の投動作パ
ターンは,ステップ幅が身長の50%未満で上体
の捻りが見られないもので, 1年生男子と同レ
ベルの動作得点5点以下の者が多かった.奥野
らは,週4回の頻度で4週間の練習を行わせ, 6
年生女子の動作得点を約7点までに向上させて
いる.動作得点7は, 5年生男子のレベルであり,
5年生男子の投距離の平均が28.0±7.0mである
ことを考え合わせると,低・中学年期に学習を
進め動作を改善することで,女子においても,
6年生で約21mの距離を投げれるようにするこ
とは可能であると考えられた
(2)捕る
図4は,胸のあたりに来る緩やかなボールを
捕り,素早く投げ返すという課題で3回の試技
を行わせた際の,捕球の成功回数と動作得点の
加齢的変化を示したものである.
加齢による顕著な向上は見られなかったが,
図3.テニスボールの遠投距離と
投動作得点の加齢的変化
図4.捕球成功回数と「捕って投げるの連続動作」
の動作得点の加齢的変化
(被験者数は図3に同じ)
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低学年でも3回中2回は捕球でき, 6年生では,
男子が2.8±0.4回,女子が2.8±0.6回とかなり
高い成功率を示した.したがって,最低レベル
として設定した「自分の正面に飛んできたボー
ルはつかめる」は,妥当な到達目標であると考
えられた.
その際の動作得点は, 1年生では,ステップ
なしで捕り腕だけで投げるパターンである1点
の児童が多く,加齢とともに動作パターンは男
女ともに向上する傾向を示した.男子では, 6
年生において,ステップを踏みながら「投げ」
にスムーズに繋がる捕り方ができる6点を示し
た.しかし,女子では, 4年生以降向上が見ら
れず, 6年生においても,捕球と投球の動作が
中断する4点の投げ方にとどまっている者の多
いことが認められた.
これらのことから,低学年では,まず, 「捕る」
「投げる」のそれぞれの学習に集中させ,中学
年以降で, 「捕る一投げる」の運動局面を融合2)
できるように学習させるようにする必要がある
と考えられた.
また,本研究では,前方から飛んでくるポー
ルだけでなく,テニスボールの高・低位での捕
球動作の発達過程についても検討した(図5).
高い位置での捕球動作得点は, 6年生の男子
は跳び上がって頭より高い位置で捕れる9.4±
0.6点(満点10点),女子は9.3±0.5点であり,
男女差はほとんど見られなかった.また,低い位
置での捕球動作得点は,男子はしゃがみ込んで
地面すれすれで捕れる9.1±1.0点(満点10点),
女子はしゃがんで胸の前で捕れる7.7±0.9点と
やや女子が劣るものの,ボールに対しての身の
こなしはかなりできていることが認められた.
これらのことから,「捕る」の具体的な内容は,
「ほぼ自分の正面に飛んできた,バッターが打っ
たゴロ,フライを捕球する」ことと, 「投げる」
と対応して「ダイヤモンドの対角線の距離以下
で,味方が投げたライナー性のポールを捕球で
きる」とするのがよいと考えられた.
さらに,高・低位の捕球動作の発達は, 4年
生で大きく向上する傾向が見られた.このこと
は,捕球動作は低・中学年段階で学習させるこ
図5.高・低位での捕球動作パターン(得点)の加齢的変化(被験者数は図3に同じ)
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とが有効であることを推察させた.
宮丸ら13)は,大型ボールの捕球動作の学習は,
5 ・ 6才から小学校低学年が適時期であると報告
している.したがって,低・中学年の段階で捕
球動作の学習を十分に行わせることで, 6年生
では,自分の身体をうまく操作しながら,飛ん
できたポールを確実につかめるようになると考
えられた.
以上. 1 (2のことから,投揃については,
1年生では, 「投げる」 「捕る」のそれぞれの学
習に集中させ動作を向上させること, 2年生か
ら,近い距離でのキャッチボールを取り入れな
がら,正確に投げることと前に動きながら捕る
こと,中学年では,距離に合わせて速く正確に
投げることと自分の体を動かして正面で捕るこ
と, 「捕-投」の動作をスムーズに局面融合で
きるようにすること,を主要な教育内容として
段階的に配当するのがよいと考えられた.
(3)打つ
図6は,トスされたボールに対するバッティ
ング動作と動作得点の加齢的変化を示したもの
である.
バッティング動作を,体の向き・踏み込み・
体軸のずれを基準にして児童のフォームを分析
した結果,図6の左に示す5つの段階に分類する
ことができた.
すなわち,段階1は,最も未熟な動作で「体
が投手に対して正面を向いており,踏み込みが
ない」,段階2は「体が正面を向き,踏み込みあ
り」,段階3は「体が投手に対して横を向き,踏
み込みなし」,段階4は「体が横を向き,踏み込
みはあるが体軸が不安定」,そして,最上位に
位置づく段階5は「体が横を向き,踏み込みあ
りで,体軸が安定」である.本研究では,便宜
的ではあるが,バッティング動作を段階1から
順に1から5点をつけ,動作得点として評価した.
男子は, 1年生では動作得点が3.3±1.1点, 6
年生では3.6±1.0点であり,低学年の段階から
横向きになって打てる児童が比較的多く存在し
た.しかし,顕著な加齢的変化は認められなかっ
た.一方,女子では, 1年生で1.3±0.5点, 6年
生で2.9±0.8点を示し,加齢的に若干向上した
が,動作得点は3点以下にとどまっている者の
多いことが認められた.
図6.バッティング動作パターンの分類と動作得点の加齢的変化(被験者数は図3に同じ)
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バッティング動作は,未熟な段階では,バッ
トに一番近い上肢だけを使う打ち方,次に,体
全体を使うが体幹と腰が同時に回転する打ち
方,そして,身体の各部位が別個に動く打ち方
へと発達するが,必ずしも年齢と対応してその
ステージが進むとは限らない5)とされている.
本研究の結果も,バッティング動作は,必ずし
も加齢とともに発達せず,学習の必要のあるこ
とを示唆するものであった.
また,図7は,バッティングの成果を,ヒッ
ト性の強い当たり,ぼてぼての打球,ファール,
空振りに4分類し,その結果を見たものである.
なお,本研究で想定したスリーピッチ・ソフト
ボールでは, 3球の内で1回打てればよいので,
ヒット性の当たりが1回以上の児童の割合と, 3
回とも空振りの児童の割合を示した.
男子では全学年で,女子では6年生で, 50%
以上の児童が1回はヒット性の当たりが打てる
ことが認められた.また, 3回とも空振りの児
童の割合は,いずれの学年においても20%以下
で, 6年生の女子では, 12名中1名のみであった.
ヒット性の当たりが1回以上打てる児童の割合
とも考え合わせ,最低レベルとして設定した「味
方が投げた打ちやすいボールが打てる」は十分
達成可能な目標であると考えられた.また,具
体的内容は,スリーピッチ・ソフトボールの
ゲーム様式から, 「7m先から投げられた,打ち
やすいボールが打てる」と,正しいフォームで
力強く打つことを身につけさせるために「横向
きで構え,バットを振り切って打つ」とした.
また, 1年生の女子においては,バット操作
が未熟な上, 3回に1回はヒット性の当たりが打
てる児童は約20%と少なく,道具(バット)を
使って打つゲームでは,楽しさを十分に味わえ
ないと推察された.また, 「投げる」の実態から,
すべての児童が打ちやすいボールを投げること
は困難であるので,動くボールを打つはじめの
段階として,1年生では,自分でトスして手で打
つことから学習を始めるのがよいと考えられた.
さらに,道具を使って打つことは,打球の速
度が増し,捕ることを困難にさせる可能性があ
る.そこで, 「捕る」の実態から, 3年生までは
図7.打ちやすく投げられたボールの打撃成績
の加齢的変化(3回の試技中.ヒット性の
当たりが1回以上と空振りが3回の児童の
割合) (被験者数は図3に同じ)
手で打たせ, 4年生から両手で握ることができ,
ポールが当たる面が大きいテニスラケットを使っ
て打つようにさせるのがよいと考えられた
以上のことから, 1年生では自分でトスして
手で打つ, 2 - 3年生では味方が投げたボールを
手で打つ, 4年生ではテニスラケットで打つ, 5
年生からバットで打つことを,順次学習するよ
うに配当した.
(4)走塁
図8は,ホームランを打ったときの走塁の仕
方についてテストし,バッターランナーとして
の走り方が理解できているかどうかを見たもの
である.
男子では, 3年生以上でほとんど全員が理解
図8. 「ホームランを打った後の走塁」についての
理解の加齢的変化(被験者数は図3に同じ)
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図9.内野ゴロと外野フライの時の,「一塁ランナー
の走塁の仕方」の理解の加齢的変化(被験
者数は図3に同じ)
できており,女子でも4年生以上で70%以上の
児童の理解できていることが認められた.した
がって,最低レベルとして設定した「打って走
る」は妥当な目標であると考えられた
しかし, 1年生では,男子では37.5%,女子
では10.0%の児童しかホームランを打った後の
走塁について理解できていないことから, 1年
生の段階では,まず,バッターランナーとして
の走塁の仕方を身につけさせるのがよいと考え
られた.
図9は,一塁ランナーとして,内野ゴロの時
にどうするか,外野フライの時にどうするかと
いう問いで走塁の仕方をテストし,ランナーと
しての走り方が理解できているかどうかをみた
ものである.ここでは,両方正解だった児童の
割合を示した.
女子においては,加齢的な発達傾向が認めら
れず,男子においては, 5-6年生での発達が顕
著に見られた.すなわち, 6年生男子では58.8%
の正解率を示したが,女子では, 6年生におい
ても16.7%であり, 5人に4人は理解できていな
かった.また,正解率が低かった原因として,
フライ時の走塁について理解のできていないこ
とが関係していた.
すなわち,野球型ゲームの経験の少なさが関
係し,走塁に関する理解度は低いという実態が
認められた.しかし, 6年生でスリーピッチ・
ソフトボールを楽しめるためには,具体的内容
として「打球と前のランナーの状況に応じて走
る」 「ゴロの時には次の塁に向かって走る」 「フ
ライの時には走らない」ことは理解させておく
必要がある.したがって, 5年生までに,ゲー
ムを通してこれらの走塁のルール学習ができる
ようにカリキュラムを作成する必要があると考
えられた.
そこで, 1年生では打った後に全力で走るこ
と, 2年生以上で積極的に次の塁をねらうこと,
3年生ではフライの時の走塁の仕方(判断), 4
年生で,走るか走らないかを状況に応じて判断
できることを学習内容として配当するのがよい
と考えられた.この学習の積み重ねによって,
5年生までに,設定した最低レベルの走塁の能
力は身につけられるものと考えられた.
(5)ルール理解
最低限知っておいた方がよいと思われる「ア
ウトになるプレイがわかる」ものとして,アウ
トとセーフの概念が考えられた.また,バッター
がアウトになるケースとしての,三振,フライ
アウト,三振に関わるファールが挙げられた.
また,ランナーに関して,フォースアウト,タッ
チアウト,ならびにダブルプレイが考えられた
したがって,この8つの項目がわかることを具
体的目標とした.
図10は,これら8つの項目のうち,フライア
ウトを除く7つの項目について調査し,知って
いると答えた児童の割合を示したものである.
アウト,セーフでは3年生女子をのぞいて,
ファールについては2・3年生の女子をのぞい
て,各学年ともに50%以上の児童が理解してい
た.したがって,バッターとして関わりの大き
いこの3つの項目については,低学年でも確実
に覚えさせ得ると考えられた.
しかし,同じバッターに関わるものである三
振についての理解は,低・中学年の女子では
10%程度で非常に低いものであった.このこと
は,女子では,打撃能力が低いこともあって,三
振のルールを厳格に適用した野球型ゲームの経
験の少ないことが関係していると推察された.
また,ランナーとして関わりの大きい,フォー
スアウト,タッチアウト,ダブルプレイについ
ては,バッターに関わることよりも認識度の低
い特徴が見られた　このことには,走者が絡ん
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でくることでアウトのケースとそうでないケー
スの判断が複雑になることが関係している.中
でも,フォースアウトについては,男子におい
ても言葉としてはほとんど知らないという実態
であった.しかし,高学年では,実際のゲーム
において,ランナーより先の塁に早くポールを
送るというフォースアウトの概念は理解できて
いる児童はかなり見られる.したがって,現象
と対応させ,用語についても正確に覚えさせる
ようにしていくことが実践課題となる.
以上のことから, 1年生で「アウト」「セーフ」
「ファール」を,2年生で「三振」「フライアウト」
を,3年生で「フォースアウト」「タッチアウト」
を, 4年生でこれらのアウトと関連した走塁の
仕方が理解できることを, 5年生で「ダブルプ
レイ」が学習できるように配当することによっ
て, 6年生においては,設定した最低レベルの
ルール理解は達成できると考えられた.
(6)作戦立案
「作戦立案」に関しては,守備では,守備位
置を工夫するとともに,仲間と連携してどこで
アウトにするのかを選択すること,攻撃では,
ランナーを進める打ち方として,ランナーの
走っていく後ろをねらって打つことや,ゴロを
打つこと,また,打順を工夫することなどが考
えられる.
したがって,これらの作戦の具体的内容は,
守備では, 「個人の能力を考慮して,守備位置
を考える」 「ダブルプレイを取る工夫をする」,
攻撃では, 「ゴロを打とうとする」 「ランナーの
後方をねらって打つ」 「守備者のいないところ
をねらう」とした.
なお,学年配当については,次項の判断力と
併せて述べる.
(7)判断力
ソフトボールのゲームでは,投げる・捕る・
打つ・走るのそれぞれの場面で,次のプレイに
対していくつかのパターンを予測し,状況に応
じてよりよい方法を選択しなければならない.
まず「投げる」では,どこに投げるかを判断
できる必要がある.
図11は,自分が守備者としてショートの位置
にいてゴロを捕ったあと,ランナーがいないと
きにどこへ投げるか,ランナーが一塁にいると
きはどこへ投げるかをテストした結果を示した
ものである.
6年生の男子では,全員が理解できていた.
同女子においても60%以上の児童が理解できて
いた.したがって, 「投げる」については,設
定したレベルは妥当であると考えられた.
しかし, 1年生では正解率が50%以下で,中
学年の段階で男女差の広がる傾向がみられた.
図10.アウトに関わるプレイについての理解の加齢的変化(被験者数は図3に同じ)
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図11. 「ショートゴロを捕った後.どこへ投げる
か」についての理解の加齢的変化
(被験者数は図3に同じ)
このことから,ルール理解と絡めながら,中学
年の段階で正しい判断ができるようにしていく
必要がある.
また, 「捕る」では,飛んでくるボールの種
類によってどのような捕り方をするか瞬時に判
断できることやカバーリングができること,「打
つ」では,打てるボールと打てないボールの見
極めができること, 「走る」では,どこまで走
れるか,また,次塁へ進むか進まないかを判断
できることが必要である.
6年生としての具体的内容は, 「どこの位置で
守るか」 「どこへ投げるか」 「どこをねらって打
つか」 「次の塁へ走るべきか否か」が判断でき
ることとした.
以上, (6)(7)のことから, 「作戦立案」 「判断
力」については, 5年生までに最低レベルの能
力を身につけさせるために,他の教育内容の配
当と関連させながら,児童の発達の個人差を考
慮し,基本的に複数の学年で学習できるように
するのがよいと考えられた.
すなわち, 「作戦立案」では,守備位置の工
夫をすることを全学年に,どこでアウトにする
かの選択を2年生から5年生に,より遠くの塁を
ねらうためにどこへ打つかを1年生から3年生
に,ねらった方向へゴロを打つことを4年生か
ら5年生に,打順を工夫することを2年生以上の
学年に配当した.
また, 「判断力」では,カバーリングを全学
年に,打てるボール・打てないボールの見極め
を2年生以上の学年に,どこまで走れるかを1年
生から3年生に,どこへ投げるかを3・4年生に,
次のプレイの予測・状況に応じたプレイの選択
を5・6年生に配当した.
本研究では,小学校の6年間を見通したベー
スボール型ゲームのカリキュラムを作成するた
めの予備的作業として,小学校高学年の段階で
スリーピッチ・ソフトボールを楽しめるように
するために必要な能力要因と最低レベルを検討
した.また,必要な能力の発達段階を検討する
ことを通して, 5年生までにその黄低レベルの
能力を身につけられるように,それぞれの教育
内容を各学年段階に配当し,表2に示した.また,
各学年に配当した内容を学習課題としてまと
め,表の下段に示した.
今後,この配当案の内容を学習させるのにふ
さわしいゲーム教材を考案するとともに,学年
配当案(カリキュラム)の妥当性については実
践を通して検討する必要がある.
Ⅳ.まとめ
本研究では,小学校の6年間を見通したベー
スボール型ゲームのカリキュラムを作成するた
めの予備的作業として,小学校高学年の段階で
スリーピッチ・ソフトボールを楽しめるように
するために必要な能力要因と最低レベルを検討
した.また,必要な能力の発達段階を検討する
ことを通して, 5年生までにその最低レベルの
能力を身につけられるように,それぞれの教育
内容を各学年段階に配当した.
1.ベースボール型ゲームの教育内容は, 「投
げる」 「捕る」 「打つ」 「走塁」 「ルール理解」 「作
戦立案」 「判断力」の7つにまとめられた.
2. 「スリーピッチ・ソフトボール」を楽しむ
ために必要な教育内容の到達目標は,以下の
ように設定された(表1).
(1)オーバーハンドスローでダイヤモンドの
対角線の距離が投げられる.
(2)自分の正面に飛んできたボールがつかめる.
(3)味方が投げた打ちやすいボールが打てる.
(4)打って走る.次塁へ進むことができる.
(5)アウトになるプレイがわかる.
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(6)守備連携が考えられる.走者を進めるバッ
ティングが考えられる.
(7)状況に応じたプレイの選択ができる(投
げる・捕る・打つ・走る).
3.措定した7つの能力の最低レベルを5年生ま
でに身につけさせるために,それぞれの教育
内容を各学年に段階的に配当するカリキュラ
ム試案を作成した(表2).
注
注1)野球が考案されたときの最初のルールで
は,三振やフォアボールに関するルールは
存在せず,ピッチャーは打者が要求すると
ころに投げなければならなかった7).本
研究では,ゲームを通して技能の向上を図
ることを目指しており,歴史に学んで,咲
方がピッチャーをし,打ちやすいボールを
投げる「スリーピッチ・ソフトボール」を
考案した.換言すれば,本ゲームは,「スロー
ピッチ・ソフトボール28)」の精神を取り入
れたゲームと言える.
また, 「スリーピッチ・ソフトボール」
では,打者は3球以内に打たなければアウ
トになるので,試合展開が早くなり, 7イ
ニングのゲームを行っても通常1時間程度
で終了する.
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資料1. 「捕る一投げる」の連続動作(局面融合)の動作パターンの類型化と動作得点
動作
得点 動作パターン 捕球の仕方
動作の
中断
捕球後の
体の向き 投球 時の足の踏み出し ステップの様子
9
手を引きながら捕り,スムーズに
バックスイングに移行 なし
横向き
反対側 足の踏み出し
同側足→ 反対足(2歩)
8 反対足→同側足→反対足(3歩 :サイドステップ)
7 反対足のみ(1歩)
6 手を突き出して捕る
あり
○同側足→反対足 (2歩)
○反対足のみ(1歩)
5 胞で抱えるようにして捕る
4 手を突き出して捕る
正面向き
3 胸で抱えるようにして捕る
2
どのような形でもいいから捕る
同側足の踏み出し 同側 足のみ(1歩)
1 踏み出しなし ステップなし
※捕球後の体の向き ポールが最も後ろにいった時点
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